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議題３ 令和７年度の予定について 

 

１ 企画展の開催［ミュージアム機能］ 

  年に３回程度企画展を開催し、刈谷地域の歴史の学習やさまざまな歴史資料に

触れる機会を提供する。 

 (1) 「木札の世界 ―木に書き残された歴史―」 

   ア 会 期  ４月２６日（土）～６月８日（日）（開催日数３８日） 

   イ 観覧料  有料一般６００円（各種割引あり[１００円引]） 

          中学生以下・障害者無料（付添１人無料） 

   ウ 内 容  身近にありながら普段主役になることはあまりない木札の、

記されてきた歴史的な意義や背景、価値について、刈谷市指

定のものをはじめ、県内外の特徴的な資料を用いて紹介 

   エ 主な展示品 

     羽柴秀吉楽市制札 天正７年（1579）神戸市立博物館寄託【兵庫県指定】 

     元興寺庶民信仰資料（物忌札、こけら経他）  中世 元興寺【重要有形民俗文化財】 

     雨宮寛長高札ほか 大津市歴史博物館蔵【重要文化財（大津百艘船関係資料のうち）】 

     切支丹禁制高札 正徳元（1711） 個人蔵（当館寄託） 【刈谷市指定】 

 (2) 「子どもたちの戦争」 

   ア 会 期  ７月１９日（土）～８月３１日（日）（開催日数３８日） 

   イ 観覧料  無料 

   ウ 内 容  戦後８０年を迎えることから、戦地から遠く離れていた刈谷

の子どもたちの生活にも戦争の影響が及んだことを、館蔵資

料を中心に紹介 

   エ 主な展示品 

     学校日誌（亀城国民学校） 当館蔵 

     観察絵本キンダーブック［第 14 輯第 10 編］ 当館蔵 

     教育勅語 当館蔵 

 (3) 「海の縄文 山の縄文 ―自然と共生した豊かなくらし―」 

   ア 会 期  １０月４日（土）～１１月１６日（日）（開催日数３７日） 

   イ 観覧料  有料 一般６００円（割引予定あり[１００円引]）  

          中学生以下・障害者無料（付添１人無料） 

   ウ 内 容  国内有数の貝塚地帯である三河湾周辺の遺跡（海の縄文）と

三河山間部や中部高地の遺跡（山の縄文）の出土品を一堂に

展示し、縄文時代のくらしの多様性や地域性、地域間のつな

がりについて紹介 

   エ 主な展示品 

     本刈谷貝塚出土品（縄文土器、石器、骨角器） 当館蔵【県指定文化財】 
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     保美貝塚出土品（縄文土器、石器、骨角器、貝輪） 田原市博物館蔵 

     神子柴遺跡出土石器 伊那市創造館蔵【重要文化財】 

     棚畑遺跡出土縄文土器 茅野市尖石縄文考古館蔵【長野県宝】 

 

２ 常設展の開催［ミュージアム機能］ 

  おおよそ３ヶ月に１回程度展示替えを行い、刈谷の歴史に関する実物の資料を常

時公開する。展示替えに合わせてギャラリートークを行う。 

 

３ 歴史文化の教育普及［ミュージアム機能］ 

  刈谷地域の歴史文化に対する誇りと愛着を育むため、歴史文化について学ぶ機

会を広く提供する。 

 (1) 歴史文化体験講座の開催 

   年１０回開催 

 (2) 簡単工作の開催 

   土・日・祝日に開催（夏季、秋季には一部平日開催） 

   例）オリジナルうちわ、勾玉等 

 (3) 市内小中学生の館内見学・体験学習の支援 

   ・中学校１年生の「歴史ひろば」及びバックヤード見学（５月～７月） 

    他、子ども向けの歴史相談や体験講座 

   ・子ども歴史体験講座、子ども歴史相談の実施 

   ・アウトリーチプログラム 

 (4) 講座室にて「刈谷偉人伝」等のＤＶＤを毎日上映 

 (5) 古文書講座の開催（初級編もしくは中級編） 

 (6) 歴博ゼミナールの開催（内容及び講師検討中） 

 (7) 出前講座 

   市民グループや団体等からの依頼があったときに出張して講座を行う。 

 (8) 博学連携ニュースの発行（年５回程度） 

   学校向けに、社会科教育研究会での利用や、アウトリーチ活動の情報を提供。  

 

４ 博物館事業の啓発・広報［ミュージアム機能］ 

  博物館事業（企画展等展覧会や普及活動等）の啓発や広報等を行う。 

 (1) 刈谷市歴史博物館ホームページ及び X（旧 Twitter）の運営 

 (2) 市民だよりへの情報提供 

   企画展や関連イベント、歴史体験講座の案内等随時掲載 

   博物館収蔵品の紹介（歴史散歩コーナー、月１回） 

 (3) 博物館ニュースの発行（年３回程度） 

   企画展の案内や企画展・収蔵品に関する小論等を掲載 
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 (4) 博物館かわら版の発行（年３回程度） 

   市内小学校に配布 

 (5) 令和６年度年報の発行（１０月頃発行予定） 

   前年度の事業概要等を掲載 

 (6) 研究紀要の刊行（３月頃発行予定） 

   学芸員等による調査・研究の成果を掲載 

 (7) オリジナルグッズの製作・販売 

   クリアファイル・定規等を販売。新しいグッズの製作検討 

 

５ 博物館資料の収集・保存・管理［ミュージアム機能］ 

 (1) 収集 

   資料収集方針に基づき、寄贈・寄託資料受入。刈谷の歴史に関わる重要な資

料を資料購入要綱に基づき、古書店等から購入 

 (2) 保存・管理 

   館内の適切な温湿度環境の維持及び虫害の防除 

   収蔵品の修復（「東境村絵図」「土井利位書幅」）及び什器の製作 

   資料の燻蒸 

 

６ 郷土資料館との連携［ミュージアム機能］ 

 (1) 各種事業への職員の相互派遣 

   週末開催イベント、市内小学校３年生見学への指導主事・学芸員の派遣。市

内中学１年生見学への郷土文化指導員の派遣 

 (2) 広報活動 

   各種イベントの周知を連携して実施 

 (3) 展示への資料提供 

   資料の管理は歴史博物館で対応 

 (4) その他連携事業の検討 

 

７ 野田雨乞笠おどり調査報告書の作成［祭り保存伝承機能］ 

  令和９年度の刊行に向けた準備を行う。 

 (1) 調査委員会の開催 

 (2) 委員による調査 

 (3) 記録映像の撮影 

 

８ 市史資料の整理及び活用［アーカイブズ機能］ 

  『刈谷市史』編纂過程で収集した資料や寄贈・寄託された資料を中心に、さま

ざまな歴史資料の収集・保存・調査・研究などを行う。 
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 (1) 市内外に存在する資料の調査・収集・整理・保存 

 (2) 収集資料の閲覧用紙焼本の製作 

 (3) 資料閲覧室における閲覧対応 

 

９ 発掘調査出土遺物の整理及び活用［埋蔵文化財保存活用機能］ 

 (1) 出土遺物の注記・接合作業 

 (2) 発掘調査報告書の作成準備 

 

１０ 市内文化財の保護保存及び啓発［市内に点在する文化財のセンター機能］ 

 (1) 文化財の修理及び維持管理事業への補助 

   ・市指定文化財「専光寺のクスノキ」樹勢回復 

   ・市指定文化財「井ケ谷古窯跡群 松根第３号窯」の除草 

   ・市指定文化財「地獄の絵巻物」修理 

   ・市指定文化財「野田村古文書」保管施設（野田史料館）の施設改修 

 (2) 史跡めぐりの開催 

   年３回開催（刈谷ふるさとガイドボランティアの会へ委託） 

 

１１ その他の主な予定事業［ミュージアム機能］ 

 (1) 収蔵品管理システムの管理 

   予定されているシステム更新への対応 

   歴史資料の一部公開に向けたデータの整理 

 (2) 資料収蔵庫の整備 

   民俗資料収蔵庫を寺横町に建設（6 月竣工予定）、城町図書館収蔵庫より移動 

   民具収蔵庫として南部生涯学習センターの倉庫を改修、郷土資料館収蔵庫よ

り一部移動 

 (3) 施設の管理 

   樹木管理、清掃業務、点検業務等の委託、屋外コンセントの設置 

 (4) 博物館実習の実施 

   ８月６日（水）～８日（金）、１０日（日）、１３日（水）の５日間 

 (5) 市制施行７５周年記念茶会の実施 

 (6) その他 

   ・愛知県博物館協会理事館としての活動 

   ・愛知県史跡整備市町村協議会理事館としての活動 

   ・文化庁等が主催する学芸員研修の受講 

   ・受付レジのキャッシュレス決済導入 

   ・市民からの調査・問合せ（レファレンス）対応 


